
　「バラエティーステージ」において、7月1日に姉妹都市提携を結
んだ山口県岩国市の文化協会が特別出演し、民謡や舞踊を披露い
ただきました。岩国市の福田良彦市長は「未来を担う子どもたちに、
この文化交流がしっかりと根付き、お互いの文化団体、そして地域の
発展につなげていくことが姉妹都市としての大きな目標だと思って
います」と述べ、今後のさらなる文化交流に期待を寄せました。

　昨年、創立40周年を迎えた宜野湾市文化協会による「第44回 創立
40周年記念 宜野湾市文化祭」が、11/15（土）、11/16（日）の2日間に
わたり盛大に開催されました。今年度は「子ども文化祭」を設け、子ども
たちによる琉舞やうちなぁぐちなどの披露に加え、写真・書道などの作
品展示も行われました。2日間の期間中、幅広い世代が文化と芸能に親
しみました。

～第44回 創立40周年記念～

■姉妹都市 山口県岩国市の文化協会が特別出演

宜野湾市文化祭

ふくだ よしひこ

【宜野湾市文化協会からのお知らせ】
　宜野湾市文化協会創立40周年特別公演
を下記のとおり開催致します。
▶開 催 日　令和8年2月7日（土）
▶場　　所　宜野湾市民会館大ホール
▶開催内容　第一部　組踊「銘苅子」
　　　　　　第二部　台湾哈旗鼓文化
　　　　　　　　　　芸術団公演
＊市民の皆さまのご来場をお待ちしております。　
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▲1977 年の航空写真

▲「瑞泉潤民」の碑　那覇市上下水道局庁舎前

　「
水
ど
こ
ろ
宜
野
湾
」
の
知
ら
れ
ざ
る
働
き

と
記
念
碑

　
昨
年
十
一
月
に
発
生
し
た
「
導
水
管
破
損
に
よ
る
広
域

断
水
」
に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
よ
ね
。
近
年
経
験
し
な

く
な
っ
て
久
し
い
「
断
水
」
の
不
便
さ
を
、
改
め
て
実
感

し
直
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
限
り
あ
る
「
資
源
」

と
し
て
の
「
水
」
の
重
要
さ
を
、
今
一
度
考
え
直
す
機
会

に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
ダ
ム
が
で
き
る
以
前
の
沖
縄
の
水
事
情
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

話
を
聞
い
て
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
沖

縄
に
お
け
る
か
つ
て
の
生
活
用
水
は
「
湧
水
」
に
大
き
く

頼
っ
て
い
ま
し
た
。
飲
み
水
は
も
ち
ろ
ん
、
水
浴
や
洗
濯
、

野
菜
洗
い
、
牛
馬
洗
い
な
ど
、
水
を
必
要
と
す
る
多
く
の

作
業
に
は
湧
泉
の
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
の
命
を
つ
な
い
で
く
れ
る
大
切
な

「
水
」
で
す
の
で
、
古
く
か
ら
祈
り
の
対
象
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　
宜
野
湾
ム
ラ
（
現
宜
野
湾
市
）
は
特
に
湧
水
に
恵
ま
れ

て
い
る
場
所
で
、
戦
前
、
ム
ラ
の
い
く
つ
か
の
湧
水
か
ら

は
導
水
管
を
通
し
て
那
覇
へ
も
水
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
特
に
水
量
が
豊
富
だ
っ
た
の
が
、
大
山
と
伊
佐
の

境
に
あ
る
「
オ
ー
グ
ム
ヤ
ー
ガ
ー
（
別
称
・
フ
ル
チ
ン

ガ
ー
）」
で
す
。
現
在
も
水
は
豊
富
に
湧
い
て
い
ま
す
が
、

全
体
が
暗
渠
に
な
り
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
那
覇
へ
の
送
水
を
祝
っ
て
オ
ー
グ
ム
ヤ
ー

ガ
ー
に
建
立
さ
れ
た
「
瑞
泉
潤
民
」
の
記
念
碑
は
、
那
覇

市
お
も
ろ
ま
ち
の
「
那
覇
市
上
下
水
道
局
・
み
ず
プ
ラ
ッ

サ
」
の
庁
舎
前
に
移
さ
れ
、
今
日
で
も
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
古
来
よ
り
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
に
お
い
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
「
水
」、
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
と
の
共
同
企
画
展

　宜
野
湾
の〝
字
〞展
　

　
　〜
じ
の
ー
ん
ど
ぅ
む
ら
〜

　
琉
球
王
国
時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
宜
野

湾
の
中
心
で
あ
っ
た
〝
じ
の
ー
ん
ど
ぅ
む
ら

（
宜
野
湾
同
村
）〞
す
な
わ
ち
字
宜
野
湾
の
、
歴

史
や
く
ら
し
、
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
！

▼
期
　
　間
　
1
月
31
日（
土
）〜
3
月
29
日（
日
）

▼
場
　
　所
　
市
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

▼
入
場
料
　
無
料

■問
文
化
課
　☎
8
9
3-

4
4
3
0

情
報

67

　博
物
館
市
民
講
座
受
講
生
募
集

　【み
ぐ
て
ぃ
、イ
ガ
ル
ー
シ
マ
　

　
　〜
じ
の
ー
ん
ど
ぅ
む
ら
〜
】

　 

字
宜
野
湾
の
街
並
み
に
残
る
戦
前
・
戦
後

の
痕
跡
を
、
徒
歩
で
め
ぐ
り
な
が
ら
紹
介
し
ま

す
。

▼
日
　
　時
　
2
月
8
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時（
受
付
9
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所
　
宜
野
湾
区
公
民
館
　

▼
講
　
　師
　
平
敷 

兼
哉（
市
立
博
物
館 

館
長
）

▼
定
　
　員
　
25
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
50
円(

保
険
料
と
し
て)

　

▼
申
込
期
間
　
1
月
18
日（
日
） 

9
時
〜

　【
発
掘
！
ぎ
の
わ
ん
史
】

　 

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て
き
た

〝
私
た
ち
が
生
ま
れ
る
前
の
〞
ぎ
の
わ
ん
の

歴
史
を
垣
間
見
て
い
き
ま
す
。

▼
日
　
　時
　
2
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時（
受
付
13
時
30
分
〜
） 

▼
場
　
　所
　
市
立
博
物
館 

2
階
研
究
室

▼
講
　
　師
　
長
濱 

健
起（
市
立
博
物
館 

係
長
）

▼
定
　
　員
　
①
来
場
参
加
：
40
人

　
　
　
　
　
　
②
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加（ZO

O
M

）：

　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
人
　※

先
着
順
　

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
2
月
1
日（
日
） 

9
時
〜

■問 

■申
市
立
博
物
館
　☎
8
7
0-

9
3
1
7

※

休
館
日
：
火
曜
日
・
祝
日

※

開
　
館
：
９
時
か
ら
17
時
（
最
終
入
館
は

　
16
時
半
ま
で
）

あ
ざ

ご来館
お待ちして
います！
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ず
い
せ
ん
じ
ゅ
ん
み
ん


